
 

 

令和６年度 保育園の自己評価 

 

 

「保育所は、保育の質の向上を図るため、保育の計画展開や保育士等の自己評価結果を踏

まえ、当該書の保育の内容等について自ら評価を行い、その結果を公表するよう努めなけ

ればならない。」ことが明記されています。このことに基づき、東桂保育園では自己評価

を実施しています。評価を踏まえた計画の改善を行い、今後も保育に活かしていけるよう

保育内容等の充実を図ってまいります。 

 

 【評価について】   評価は以下の基準で行っています。       

Ａ…十分に達成されている（100％）       

Ｂ…ほぼ達成されている（80％）       

Ｃ…取り組まれているが成果が十分ではない（60％～80％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 ふれあいの森 東桂保育園 



A 子どもの発達援助 

 

A-1 子どもの発達援助の基本 
小分類 評価項目 評価結果 

全体計画を基本方針に基づき、作成して
いる 

① 全体計画の作成には職員が参加している B 

② 地域の実態や保護者の意向などを考慮して、全体計画を作成している A 

③ 全体計画を保護者に説明している A 

指導計画の評価･検討を定期的に行い、
その結果に基づき、指導計画を見直して

いる 

① 各年齢の子どもの発達状況に考慮した指導計画となっている A 

② 日常の保育を振返り子どもの思いや気持ちを汲み取りながら、次の指導計画に
反映させている 

A 

各年齢の子どもの発達状況、保育目標、
生活状況についての記録がある 

① 一人ひとりの子どもの発達状況、保育目標、生活状況についての記録がある A 

② それぞれの子どもに関する情報を周知している A 

③ ひとりひとりの子どもの発達状況、保育目標、保育の実践について話し合うた
めのケース検討を必要に応じて実施している 

A 

【評価の根拠】 
・計画作成において、感染症が収まり活動の広がりが出て様々実行できているので、反省をいかし、子どもの発達や興味にあわせ細かな検

討がより必要となった。また保護者にも全体計画を伝えつつ、その都度知らせて対応していった。 

 

A-2 健康管理 
小分類 評価項目 評価結果 

子どもの健康管理は、子ども一人ひとり
の健康状態に応じて実施している 

① 健康に関するマニュアルがあり、職員に周知し、実施している A 

乳幼児突然死症候群(SIDS)･感染症を
予防する仕組みがある 

① マニュアルがあり、それを活用している A 

② マニュアルに基づき、保護者への感染症の予防策及び対応について周知してい
る 

A 

【評価の根拠】 

・子ども達の健康状態の情報を共有し、一人ひとりが健康に過ごせるよう日々マニュアルにのっとり対応している。 
・睡眠チェック表により、睡眠時の観察をしっかり行い、チェックし記録している。 
・健康カードや連絡ノートで日々の健康状態の確認している。 

 

 

A-3 食事 
小分類 評価項目 評価結果 

食育を通して子ども達が楽しく食べ、食

べる意欲が育つように工夫している 

① 乳幼児にふさわしい食生活が展開されるよう、食事について見直しや改善をし
ている 

A 

② 落ち着いた環境楽しく食事が出来るよう工夫している A 

③ 食事の状況に基づき調理内容を改善している A 

アレルギー疾患、慢性疾患等をもつ子ど
もに対し、主治医からの指示を得て、適

切な対応を行っている 

① アレルギー疾患、慢性疾患をもつ子どもに対し、主治医からの指示を得て、適

切な対応を行っている 
＊ 

② 間違いがないように個別のプレートやトレーなどで分け、調理師同士や保育士
と確認している 

＊ 

文化･習慣の違いなどの個別に配慮した

食事を提供している 
① 保護者の申し出により、個別に対応している C 

【評価の根拠】 
・離乳食は個別の発達に合わせて栄養士と相談しながら進めている。他クラスは献立会議や日々の検食、こどもの反応に対応できる体制を

つくっている。 
・アレルギー対応の食事は今年度は対象者がいないため対応はしていないが、命に係わる重要なことと認識し提供についても間違いなく対
応するようマニュアルを周知している。 

・文化習慣の違いを知ってはいるが、保護者からの要望がなく現在は得に配慮せず、他児と同じ食事を食べているが好き嫌いなく良く食べ
ている。 

 



 

A-4 保育環境 
小分類 評価項目 評価結果 

子どもが心地よく過ごすことのできる
環境を整備している 

① 園内の清掃･消毒･換気がなされ、清潔に保たれ、子どもが心地よく過ごせるよ
う配慮している 

A 

② 屋内外の衛生面･安全面に配慮している A 

生活の場に相応しい環境とする取組み
を行っている 

① 保育者自身も環境の一部として生活の場面にあった保育者の声、音楽など音に

配慮している 
B 

③ 園内に、子どもたちが季節感を味わえるような工夫をしている A 

（評価の根拠） 
・室内外の衛生面・安全面は感染症対策も踏まえ職員一同努力した。子ども達への声かけや音楽の音にも気を付けていったが、更に努力し
ていこうと思う。 

 

A-5 保育内容 
小分類 評価項目 評価結果 

子ども一人ひとりへの理解を深め、受

容しようと努めている 

① 子どもにわかりやすい温かな言葉づかいで、穏やかに話している A 

② 子どもの要求や訴えに対して、子どもの気持ちを受け止め、状況に応じた適切
な対応をしている 

A 

③ 基本的な生活習慣や生理現象に関しては、一人ひとりの子どもの状況に応じて
対応している 

A 

④ 子どもが主体的に活動できる環境が整備されている B 

身近な自然や社会とかかわれるような
取り組み方がされている。 

① 身近な生活体験の中で、命の大切さや季節感など、豊かな感性を育むよう配慮

をしている 
A 

② 生活あそびをと通して、数･量の感覚が身につくよう工夫している A 

③ 散歩や行事などで、子どもたちが主体的に地域の人に接する機会を作っている B 

様々な表現活動が体験できるように配

慮されている 
 

① 身体等を使った様々な表現遊びが取り入れられている B 

② 様々な素材を使って、描いたり、作ったり、自由に表現できるように配慮され
ている 

A 

③ 絵本の読み聞かせや紙芝居などを積極的に取り入れている A 

遊びや生活を通して、人間関係が育つ
よう配慮している 

① 喧嘩の場面では、危険のないように注意しながら、子ども達のプライド、自立

性を尊重し、子ども達同士で解決するよう援助している 
A 

② 順番を守るなど、社会的ルールを身につけていくように配慮している A 

③ 広く社会性を身につけられるよう、異年齢の子ども達や様々な年齢層の人たち
と交流している 

B 

乳幼児保育のための環境を整備し、保
育の内容や方法に配慮をしている 

① 離乳食については、家庭との連携を取りながら、一人ひとり子どもの状況に配
慮して行っている 

A 

② 一人ひとりの生活リズムに合わせて睡眠をとることができるように、静かな空
間が確保されている 

B 

③ 顔を見合わせてあやしたり、乳児のやりとりや触れ合い遊びを行っている A 

④ 特定の保護者と継続的な関りが保てるよう配慮している A 

長期間保育のための環境が整備され、保
育の内容や方法に配慮がみられる 

① 長期間保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に配慮している A 

要支援児保育のための環境が整備され、

保育の内容や方法に配慮している 

① 保護者の理解のもと、関係機関、医療機関等との連携を図り、必要に応じて助
言･援助を受けている 

A 

② 要支援児が園生活を送るために、必要に応じて園の子ども達や保護者に支援が
必要な事を理解できるように配慮している 

A 

積極的な健康増進の工夫を遊びの中に
取り入れている 

① いろいろな運動遊びを工夫しながら取り入れている A 

【評価の根拠】 
・園内の異年齢交流は和やかに行われている。祖父母参観や小中学校の保育体験、老人福祉施設の訪問等が様々出来たことは良かった。 

今出来ることを模索しながら、発達や興味に添った計画、配慮、援助をして活動し子ども達の成長を支えていった。要支援児保育は、 
子どもが職員に見守られながら、園内で安心して過ごし、成長できるよう支援した。 

 



A-6 入所児童の人権尊重 

小分類 評価項目 評価結果 

子どもの人権に十分配慮するとともに、
文化の違いを認め、互いに尊重する心を
育てるよう配慮している 

① 子どもが自分の思いや意見を、はっきり言うことが出来るよう配慮し、それを

尊重している 
A 

② 一人ひとりの子どもの身体の状態、生活習慣や文化、家庭の事情、考え方など

の違いを知り、それを尊重する心を育てている 
A 

性差への先入観による固定的な観念や

意識を植え付けないよう配慮している 

① 子どもの態度、服装、遊びなどで性差への先入観による固定的な対応をしない

よう配慮している 
A 

外国籍や帰国子女の子どもに対して、適

切な配慮がなされている 

① 日本語によるコミュニケーションが困難な保護者に対して、園の意向や連絡事

項が正しく伝わるよう、努力や工夫をしている 
B 

保育中の子どもの人格尊重を意識して

いる 
① 保育者は、子どもの人格尊重を意識して保育を行っている A 

【評価の根拠】 
・一人ひとりを大切に尊重し、ジェンダーフリーの考え方で保育している。また、外国籍のお子さんについては、お子さんの言葉の習得 
を援助しながら、保護者に対しても丁寧なかかわりで信頼関係を築くよう心掛けた。しかし思わぬところで行き違いもあるので更に気

を付けていきたい。 

 

B 子育て支援 
 

B-1 入所児童の保護者の育児支援 
小分類 評価項目 評価結果 

家庭と子どもの保育が密接に関連した
保護者支援を行っている 

① 送迎の際の対話や連絡帳への記載などの日常的な情報交換に加えて、別に機会
を設けて相談に応じたり個別面談を行っている 

A 

家庭の情報や情報交換内容が必要に応
じて記録されている 

① 個人面談記録をとっている A 

② 家庭の状況や保護者との情報交換が、必要に応じて関係職員に周知されている A 

発達や育児等について保護者と共通理
解を得るための機会を設けている 

① 保護者会･懇談会などを定期的に開催し、保護者と共通理解を得るための機会を
設けている 

B 

虐待を受けていると疑われる子どもの
早期発見に努めている 

① 保育者は日常、保護者や子どもの様子を注視し、虐待の予防や早期発見に努め
ている 

A 

② 虐待児の早期発見の仕方についてマニュアルがあり、全職員に周知している A 

保育内容(行事を含む)など子どもの園
生活に関する情報を提供している 

① 「園だより」や「クラスだより」など定期的に発行している A 

② クラスごとの保護者会･懇談会などで、保育内容･目的をわかりやすく説明し情
報提供を行っている 

B 

保護者の保育参加を進めるための工夫
をしている 

① あらかじめ年間行事の日程を知らせ、保護者が保育参加の予定を立てやすくし
ている 

A 

② 保育参加･保育参観の機会を随時受入れている B 

（評価の根拠） 

・日常のお迎え時や連絡ノートで子どもの情報交換をして、必要に応じて個別の相談へつなげている。保育参観、祖父母参観、夏のつど
い、運動会、クリスマス発表会等、保護者と一緒の活動を増やしていくよう努力した。其の都度子ども達の成長を保護者と共に喜び合う
機会となっていることは嬉しいことです。 

 

 

B-2 地域の子育て支援 
小分類 評価項目 評価結果 

育児相談やふれあい体験保育など地域

の子育て家庭を対象とする子育て支援
のための取組みを行っている 

① いつでも育児相談が出来る態勢が整っている A 

② リーフレットやポスターなどを作成し、積極的子育て情報の提供をしている A 

③ 地域における子育てニーズを把握して子育て支援を実施している B 

【評価の根拠】 

・子育て情報等はホームページ・インスタを通じて発信していった。在園児の弟妹については相談を受けている。地域の子育て相談につい
ては園解放を行いその時に相談等も行う。園解放日を増やし地域の方に周知していただけるようポスターや、リーフレット、園だより等で
お知らせして来園する未就園児と在園児がともに遊ぶ姿が見られている。しかし、少数なので今後多くのお子さんが気軽に遊びに来てもら

えるように努力したい。 



C 地域との連携 
 

C-1 保育園の役割を果たすために必要な地域の関係機関･団体との連携 
小分類 評価項目 評価結果 

近隣の人々に保育について理解を得た
り協力依頼するなどの配慮をしている 

① 園外向けの掲示板やポスター等で園の様子や行事などについて、地域の人々に
見てもらえるようにしている 

B 

② 地域の人々に向けた保育園や子どもへの理解を得るための日常的なコミュニケ
ーションを心がけている 

B 

③ 小学校との連携や就学を見通した計画に基づいて、保育の内容や方法、保護者
との関りに配慮されている 

B 

地域関係機関などと連携を深めるよう
にしている 

① 育児相談などに際して、専門機関と相談や連携が取れている A 

保育園の活動や行事に地域の人々の参

加を呼び掛けるなど、子どもが職員意
外の人と交流できる機会を確保してい
る 

①  子どもが職員以外の人々と交流できる機会を設けている B 

③ ボランティア･体験保育の人々を積極的に受入れている A 

④  他の保育園と交流する機会を設けている C 

【評価の根拠】 

・園外に出ることも増え、お散歩時に挨拶を心掛ける、文化祭参加と老人福祉施設に訪問する、ボランテイアの受け入れ、小中学生の保育
体験等で地域の様々な人との交流が持てた。前年度に比べ、地域交流は増えたのは良かったが、他園との交流がなかなか持てていないの
で検討していきたい。 

  

 

 

D 運営管理 

 

D-1 基本方針 
小分類 評価項目 評価結果 

保育所の保育理念及び基本方針を文明
化している 

① 保育理念を年度初めに職員で確認している A 

② 基本方針は、職員の行動規範となるよう具体的な内容となっている A 

保育理念や基本方針を職員や保護者な
どに周知するための取組みを行ってい

る 

① 職員や保護者などに見やすい場所に掲示している A 

② 保護者会や配布物を通して、保育理念や保育方針を周知している A 

【評価の根拠】 
・基本方針はホームページ、園内掲示、新年度のお知らせ等で伝え職員と保護者への周知を行い、それに添った保育を心掛けている。 

 

 

D-2 組織運営 
小分類 評価項目 評価結果 

保育の質の向上や改善のための取組み
を職員参加により行っている 

① 保育の質の向上や改善のための取組みについて、意図的･計画的に実施してい
る 

A 

施設のリーダーシップが発揮されてい
る 

① 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明している A 

② 施設長は、質の向上に意欲を持ち、その取り組みに指導力を発揮している B 

運営改善の課題について把握し、計画的
に取り組み、検証、見直しを行っている 

① 運営改善の課題を把握し、計画的に取り組みを行うとともに、定期的に検証、
見直しを行っている 

B 

（評価の根拠） 

・日々学びながら組織運営の向上や改善にむけ努力している。今後も続けていき、よりよい保育園づくりを目指し子ども達の健やかな成長
発達を支えていきたいと思う。 

 

  



D-3 人材育成 
小分類 評価項目 評価結果 

職員の研修ニーズを把握し職員に適切
な研修機会を確保している 

① 各職員について、適切な研修機会の確保を行っている B 

② 園内研修を行っている A 

【評価の根拠】 
・出張研修とズーム研修、療法を取り入れ、研修の機会をつくっていったが、今後もう少し学ぶ機会をふやしていきたい。 

・園内研修は２か月に１度行っている。 

 

 

 

D-4 安全･衛生･危機管理 
小分類 評価項目 評価結果 

事故や災害に適応できるマニュアルが

あり、全職員に周知されている 

① マニュアルは全職員がすぐ人手に取り、見ることが出来るところにある A 

② 職員への周知方法として、全職員にマニュアルが配布されている又は研修や訓

練が行われている 
B 

② 外部からの侵入に対する対応を実施している B 

安全管理マニュアルがあり事故や災害

に備えた安全対策が実施されている 
① 緊急時に慌てず対応できるよう、医療機関等の連絡先を表示している A 

事故防止のための具体的な取り組みを

行っている 

① 事故防止、安全管理のためのチェックリストが作成されている A 

② 毎日又は定期的にチェックが行われる A 

調理場、水周りなどの衛生管理はマニュ

アルに基づいて適切に実施されている 
① 日頃からチェックリストを使った点検、確認等が行われている A 

水回り等、衛生管理は適切に実施され、
食中毒等の発生に対応できるような危
機管理体制が整備されている 

① マニュアルは、全職員がすぐ手に取り、見ることが出来るところにある A 

（評価の根拠） 
・安心安全な生活を送る為日々努力しているが、事故が起こった際には再発防止策を話し合い、繰り返さないように気をつけている。 

 

 

 

 

Ｄ－５ 守秘義務の遵守 
小分類 評価項目 評価結果 

守秘義務の遵守を全職員に周知してい

る 

① 保育業務の中で知り得た子どもや家庭に関する秘密の保持について全職員に周

知し、守られている 
A 

② 保護者や地域の人からの相談事項について、プライバシーの保護、話された内

容の秘密保持を徹底し、守られている 
A 

【評価の根拠】 
・全園児の情報については、職員の共通理解が必要となる。 

しかし秘密保持については、しっかり守るべき重要事項として周知徹底し、秘密保持に努めている。 

 

 


